
薪
「
華
夷
灘
藷
」
に
就
い
て

第
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
二
八
入

新
「
華
夷
課
語
」

に

就
い
て

　
會
通
語
（
西
紀
｝
二
七
六
年
設
立
）
、
及
び
四
夷
館
即
ち
後
の
四

課
館
（
一
四
〇
七
年
設
立
）
と
云
ふ
有
名
な
通
澤
の
役
所
の
歴
史
に

就
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
屡
々
論
ぜ
ら
れ
、
叉
そ
こ
に
於
て
用
ひ
ら

れ
た
組
織
と
語
藁
一
普
通
に
華
夷
謬
語
と
構
せ
ら
れ
た
も
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

と
に
封
ず
る
關
係
資
料
も
出
版
せ
ら
れ
て
る
る
。
明
代
に
於
て
榮

え
た
こ
の
二
つ
の
館
は
，
康
照
時
代
に
解
し
い
刺
戟
を
受
け
た
。

然
し
こ
の
後
一
七
四
八
年
に
於
て
，
四
澤
館
と
會
遽
館
と
は
、
會

廼
四
夷
館
の
名
の
下
に
結
合
さ
れ
、
言
語
研
究
の
各
種
の
分
派
は
、

東
南
距
細
亜
に
製
す
る
百
夷
館
と
中
央
亜
細
亜
に
臆
す
る
西
域
鯨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

と
の
二
つ
に
集
中
さ
れ
た
。
此
の
合
理
化
に
依
っ
て
、
當
畦
存
在

せ
る
語
彙
は
校
正
さ
れ
、
且
つ
拾
補
さ
れ
た
も
の
と
云
は
れ
て
る

る
。

村鴛ワ
　ノレ’
上淵字

，At。，ヌ

品ツ
ク
ス

　
一
實

原
署
共
繹

　
余
が
昨
年
（
師
ち
一
九
三
↓
年
）
夏
に
見
た
撒
國
語
に
て
記
せ
る

支
那
語
僻
説
も
、
此
の
時
代
の
も
の
に
遠
し
て
る
る
様
に
思
は
れ

る
。
そ
れ
は
今
、
北
京
の
故
宮
博
物
館
の
壽
安
富
に
保
存
さ
．
れ
て

居
る
も
の
で
あ
る
。
或
事
情
に
よ
り
、
そ
の
書
を
詳
し
く
調
べ
る

こ
と
が
出
來
な
い
の
で
、
私
は
薙
に
少
し
許
り
の
序
文
的
註
解
を

試
み
る
こ
と
に
止
め
た
い
と
思
ふ
℃

　
同
書
は
九
十
八
巻
よ
り
成
り
、
三
＋
六
の
言
語
或
は
方
言
を
包

括
し
て
み
る
。
詳
言
す
れ
ば
．
歓
羅
巴
語
六
、
西
藏
方
言
九
、
支

那
西
南
界
の
土
人
の
方
言
十
五
、
及
び
そ
の
他
の
邊
羅
、
緬
句
、

琉
球
、
蘇
緑
の
四
國
語
と
で
あ
る
。
然
し
て
こ
の
書
に
は
一
方
に

於
て
は
か
・
る
数
怨
語
僻
典
に
於
て
懇
話
に
見
嵐
さ
れ
る
重
要
な

言
語
が
脱
落
し
て
み
る
か
と
思
ふ
と
，
他
方
に
於
て
は
、
西
藏
方
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言
の
豊
富
な
る
蒐
集
が
あ
り
、
殊
に
珍
し
い
の
は
、
英
語
，
佛
蘭

西
語
、
猫
逸
語
、
が
太
利
語
、
羅
典
語
及
び
葡
萄
牙
語
①
諸
語
が

含
め
ら
れ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
各
巻
凡
そ
縦
二
五
・
七
、
横
幅

七
。
一
日
ン
チ
の
劃
一
型
に
新
し
く
装
釘
さ
れ
て
る
る
，
．
此
の
書

は
以
前
に
は
，
軍
事
記
録
保
存
所
で
あ
る
所
の
方
略
館
に
保
存
さ

れ
て
あ
っ
た
。
然
し
こ
の
書
は
、
そ
の
性
質
か
ら
云
っ
て
，
四
面

館
か
ら
來
た
も
の
に
相
露
な
い
か
ら
、
初
め
か
ら
此
塵
に
置
か
れ

た
も
の
で
は
な
い
事
は
明
か
で
あ
り
、
現
に
西
藏
語
に
鋤
す
る
役

所
の
西
番
館
及
び
歓
洲
語
に
封
ず
る
役
所
の
西
洋
館
の
見
出
し
を

附
し
た
二
つ
の
部
分
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
臼
附
け
は
見
當
ら
な
い
が
、
一
七
四
八
年
以
前
に
於
て
は
、
西

洋
館
の
こ
と
は
，
こ
の
種
の
こ
と
を
記
し
た
資
料
に
は
見
出
さ
れ

す
、
叉
一
七
四
八
年
以
後
に
於
て
は
、
管
見
の
及
ぶ
所
、
そ
れ
以

上
詳
細
に
な
し
難
い
の
で
、
結
局
西
洋
館
は
U
七
四
八
年
以
後
に

於
て
設
立
さ
れ
、
二
っ
て
此
の
書
も
、
少
く
と
も
そ
の
歓
羅
巴
の

部
は
同
じ
時
代
に
属
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
假
令
そ
の
時
期
が

も
少
し
早
い
に
し
ろ
、
そ
れ
は
康
煕
時
代
以
前
に
潮
ら
な
い
こ
と

は
明
か
で
あ
る
。
彫
併
し
、
三
二
に
於
て
余
は
西
洋
館
に
就
い
て
の

　
　
　
　
　
薪
「
摯
夷
際
語
」
に
就
い
て

詳
細
を
傳
へ
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
、
こ
の
書
の
創
作
年
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

問
題
は
な
ほ
未
解
決
の
ま
』
に
残
さ
れ
て
み
る
。
そ
れ
は
兎
も
角

ロ
ー
マ
字
及
び
ゴ
シ
ッ
ク
字
の
よ
く
整
っ
た
形
か
ら
判
断
し
て
、

英
語
の
部
分
だ
け
は
例
外
だ
が
、
酉
洋
館
の
語
彙
は
、
支
那
語
は

支
那
人
に
依
っ
て
、
上
甑
田
語
は
外
國
の
宣
教
師
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
西
洋
館
に
は
次
の
五
つ
の
冨
語
が
属
し
て
み
る
。

　
　
一
、
佛
薗
西
語
（
弗
安
劇
西
館
話
）
、
五
巻

　
　
（
例
）

　
　
陽
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
拉
馬
鐸
蒔
昂
穆
弗
四

辺關
経教

護
迦

冨
ヨ
繋
柱
①
琶
①
Φ
鐸

日
O
‘
＜
①
ヨ
Φ
鐸
け

臼
⑦
自
慰
2
鑓
一
滴

踏
く
お
ω
の
8
み
ω
島
Φ
u
・

U
勉
営
p

岩
。
営
α
o
岡
。

墨
婦
徳
蒔
拉
魯
額

禮
弗
機
工
絡
噂
徳
拉
馬

農
徳
佛

二
、
猫
逸
語
（
額
碍
栄
位
雅
量
）
、
五
巻

（
例
）

　
　
　
　
　
　
　
、
分

一
石
　
　
①
汐
該
聾
韓

　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
二
號
　
　
二
型
九
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皇観廟三
一　　 香

　
　
三
、
伊
太
利
亜
語
（
伊
達
禮
雅
話
）
、

　
　
（
例
）

　
　
天
氣
　
　
》
質
鋤

　
　
険
　
　
　
男
。
臨
8
剛
〇

　
　
四
、
羅
典
語
（
拉
義
諾
話
）
、
五
巻

　
　
（
例
）

　
　
辰
δ
。
島
ω
圃
器
暮
①
藷

　
　
曇
岡
　
　
　
H
葺
σ
＄

　
　
五
、
葡
萄
牙
語
（
播
蒔
都
囑
禮
雅
話
）
、
五
巻

　
　
（
例
）

　
　
星
　
　
　
　
o
ω
需
Φ
置

　
　
僧
房
　
　
＄
鑓
価
Φ
切
。
鄭
N
O
。
・

　
以
上
の
五
國
語
の
各
巻
は
、
李
均
一
頁
四
語
宛
百
頁
よ
り
成

の
、
從
っ
て
一
國
語
は
殆
ん
ど
二
十
近
く
の
瀞
句
を
含
ん
で
み
る

新
「
華
夷
灘
聡
し
に
響
い
て

　
》
幾
ρ
鳥
⑦
冠
。
。
げ
9
欝

　
○
答
げ
q
Φ
棄
お
ω
③
門
下
◎
づ
N
O
浮

　
　
　
σ

○
昏
プ
鎌
Φ
雇
臼
脚
O
I
翅
凶

　
幽
＄
隅
御
団
ω
ゆ
量
嗣
（
o
募
糞
①
ま
④
d

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
巻

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
二
九
〇

こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
奪
と
順
序
と
は
常
に
同
様
で
、
二
十
の
種

犠
に
分
、
類
さ
れ
て
み
る
。
師
ち
、

　
　
天
文
・
地
理
・
痔
令
・
紅
色
・
身
膿
・
入
物
・
器
用
・
宮
殿
．
飲
食
。
、

　
　
衣
腺
・
方
則
・
経
部
・
部
費
・
文
史
・
鳥
獣
・
撒
目
・
通
用
・
香
樂
。

　
　
花
木
入
事

で
あ
る
。

　
　
六
、
鼎
央
灘
鵬
（
嘆
晧
劉
國
課
語
）
の
部
は
「
西
洋
舘
閉
し
と
一
云
ふ
見
山
脚

し
を
附
し
て
な
く
、
他
の
歓
羅
巴
語
彙
と
大
い
に
趣
を
異
に
し
て

み
る
。
こ
れ
は
僅
か
に
二
巻
よ
り
成
り
、
英
語
の
方
は
明
か
に
支

那
人
に
依
っ
て
書
か
れ
て
居
る
が
、
言
葉
が
よ
く
解
ら
な
か
っ
た

爲
に
屡
々
誤
り
を
作
っ
て
み
る
。
他
の
欧
羅
巴
語
彙
と
隅
じ
く
二

十
種
臼
に
分
れ
て
み
る
が
、
そ
の
内
容
は
僅
か
の
例
外
を
除
い
て

は
、
次
に
記
す
西
藏
方
言
の
語
彙
と
一
致
し
て
み
る
。

　
　
（
例
）

　
　
信
人
　
　
闘
。
轟
・

　
　
回
圓
　
　
渚
£
．
紀
。
。
∩
o
毎
誉
績

　
　
都
綱
　
　
男
根
9
山
鳥
興

　
　
好
生
　
　
b
づ
。
鐸
く
短
く
曾

（　13　z）　）



　
　
七
、
西
番
館
。
西
藏
語
彙
は
五
巻
よ
り
成
っ
て
み
る
。
各
巻

は
四
語
宛
百
頁
を
有
し
、
文
字
は
町
嬢
に
輝
け
な
い
で
書
か
れ
て

あ
る
。
排
粥
は
西
洋
館
の
五
つ
の
字
典
に
於
け
る
と
二
様
で
あ
る
。

　
　
八
一
「
六
、
西
番
諜
灘
㎜
〇
九
つ
の
西
哲
瓶
よ
万
言
灘
鶏
肉
。
一
…
套
十

八
巻
、
総
括
的
の
表
題
が
あ
る
。
語
彙
の
内
容
は
、
一
語
彙
に
就

き
、
各
々
二
巻
を
費
し
、
英
語
字
典
と
同
様
で
あ
っ
て
、
西
方
四

川
の
部
族
に
関
聯
し
て
み
る
。

　
　
一
七
，
課
擁
澤
語
。
九
巻

　
　
一
八
、
琉
球
繹
語
。
一
巻

　
　
一
九
、
逞
羅
課
語
。
二
巻

　
　
二
〇
、
緬
向
課
語
。
四
巻

　
　
二
一
，
批
難
繹
語
。
ボ
ル
ネ
オ
と
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
群
島
と
の

間
に
あ
る
蘇
緑
群
島
の
一
冨
語
。
　
一
巻
。

　
次
に
百
澤
館
に
属
す
る
九
巻
は
、
見
覆
し
は
な
い
が
、
夫
々
巻

を
異
に
し
て
み
る
。

　
　
二
二
、
鎭
三
無
語

　
　
二
三
、
灘
句
聯
帯

　
　
二
四
、
芒
市
識
語

　
　
　
　
　
新
「
華
夷
謬
語
」
に
就
い
て

　
　
二
五
、
南
句
案
語

　
　
一
一
六
、
，
李
崖
課
甑
叩

　
　
二
七
、
路
江
課
語

　
　
二
八
、
歌
馬
澤
語

　
　
二
九
、
都
町
澤
語

　
　
三
〇
、
猛
東
野
語

　
以
上
の
九
ケ
所
は
雲
南
の
永
昌
府
（
男
ξ
竺
さ
目
6
Ω
餓
①
。
・

9
巳
日
。
≦
霧
。
胤
O
瓢
影
、
一
雪
P
属
9
。
。
り
臼
滲
照
）
に
回
し
て
み

る
。　
八
百
館
に
は
、
特
別
に
記
し
て
は
な
い
が
、
次
の
も
の
が
廃
し

て
み
る
。

　
　
三
一
、
車
里
謬
語
。
　
一
巻
、
車
里
（
耀
。
諺
。
9
評
。
目
轡
一
。
。
鴇

や
払
っ
評
b
o
δ
刈
滲
照
）
は
雲
南
の
普
溝
府
に
属
し
て
み
る
。

（
型
超
霞
謂
客
ρ
軌
鐙
ゆ
参
照
）

　
　
三
二
、
猛
緬
課
題
　
　
一
巻

　
　
三
三
、
猛
癩
謬
語
　
一
巻

　
こ
の
ニ
ケ
所
は
（
コ
鎚
駐
び
累
9
暇
。
。
①
⑩
及
び
二
曲
滲
照
）
雲

南
の
順
寧
府
（
℃
冨
塊
勲
ぎ
客
9
霧
O
①
薄
舞
）
に
属
し
て
居
る
。

　
　
三
四
、
太
不
府
旙
土
州
縣
司
澤
語
。
廣
匹
の
太
李
麿
に
近
き

　
　
　
　
　
　
第
十
七
谷
　
第
二
號
　
　
二
九
一

（　IS3　）



新
「
三
戸
諜
語
」
に
就
い
て

方
言
。
一
巻
。
（
（
密
躇
崖
さ
客
ρ
①
霧
＠
悼
曹
蓼
照
）
”

　
上
述
の
凡
て
の
字
典
は
李
三
嘆
頁
鰻
語
宛
，
蕎
頁
を
有
し
て
み

る
。

次
の
二
巻
は
語
彙
で
は
な
い
が
、

み
る
。

や
は
り
同
じ
蒐
集
に
秘
し
て

　
　
三
五
、
焚
夷
課
語
、
雲
南
の
細
動
（
コ
3
・
雲
ご
窯
ρ
餓
8
滲

照
）
に
近
き
、
爽
夷
の
日
鉱
方
言
に
醗
課
さ
れ
た
漢
字
七
個
よ
り

成
る
句
の
蒐
集
で
、
一
巻
あ
り
。

　
三
六
，
西
天
颪
實
名
繧
、
一
巻
．
支
那
語
の
一
目
を
も
て
る
ラ

ン
サ
占
久
摩
ず
0
図
ぴ
ヨ
餐
の
9
計
罎
鉛
鋤
吋
轟
①
の
諺
風
二
一
ρ
餌
O
白
。
Ψ
H
押
男
鍛
哩
貯
篇
O
Q
に
ρ

や
鴎
鰹
及
び
欝
三
ポ
冒
属
○
げ
b
d
勇
｝
O
Q
×
メ
一
。
。
c
。
伊
℃
．
ト
っ
扇
を

参
照
す
べ
し
。
（
謬
者
註
、
原
文
篇
首
ぴ
と
記
ぜ
る
ぽ
Φ
●
耀
同
二
一
一
首
硯
の
託
り
な
る
べ
し
O
）

註
の
四
二
鍵
の
組
織
に
済
す
る
最
近
の
研
究
に
に
、
　
蒙
霞
。
『
日
．
o
暮
σ
。

摺り

W
塾
図
く
同
噂
野
離
で
娠
。
。
i
o
H
が
あ
る
。
又
矢
籔
仁
一
著
「
支
那
近

代
外
國
關
係
研
究
し
（
離
京
　
九
二
入
年
、
一
三
三
一
一
五
〇
頁
）
な
も
馨

照
す
る
こ
と
。
更
に
明
の
百
科
癖
典
な
る
登
塘
必
究
に
、
第
二
十
二
章

羅
言
の
條
に
、
一
五
九
八
年
及
び
一
五
九
九
年
の
序
言
を
記
し
て
み
る
。

岡
章
に
に
謬
語
の
題
下
に
、
蒙
華
字
典
た
含
ん
で
を
り
、
こ
れ
と
同
じ

／

第
ナ
七
巷
　
第
二
號
　
　
二
九
二

も
の
が
武
備
齋
伽
（
一
山
ハ
ニ
ー
鉱
・
以
後
の
序
吻
｛
あ
り
）
の
第
二
二
・
七
章
一
一

一
玉
葉
及
び
清
玉
穂
職
官
志
巻
『
一
〇
一
一
蝋
葉
右
の
中
に
も
詑
さ

れ
て
あ
ろ
◎
腿
羅
舘
の
灘
洲
名
に
8
巳
Φ
茜
一
σ
q
謹
躍
〒
｝
び
凹
夢
①
各
ρ
ξ
帥
諺
－

夏
審
穿
『
§
　
（
外
嗣
よ
り
の
書
類
の
醗
羅
班
の
意
）
で
あ
る
。
　
叉
愈

懇
四
騨
館
に
ト
Ω
影
旨
き
♂
瀞
昌
冨
〔
三
。
茜
一
㈹
貫
§
あ
び
凹
号
0
9
巴
腔

｝
欝
讐
剛
）
震
。
罫
護
①
鐸
と
云
ふ
。
清
交
趣
糞
塗
照
。

一
九
三
〇
年
に
石
田
幹
之
助
氏
に
、
東
京
に
近
き
砧
村
に
あ
る
瀞
暴
堂

丈
醸
中
の
華
軍
戸
読
の
爲
し
ょ
り
一
〇
入
○
に
上
る
女
三
二
の
新
し
い

蓑
を
賠
没
し
象
。
こ
の
語
撒
は
當
時
ま
で
に
知
ら
れ
六
も
の
よ
り
も
二

百
評
り
多
い
の
で
あ
る
。
桑
原
博
士
号
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
（
京
都
2

九
三
｝
年
、
　
…
二
九
一
1
一
三
二
三
頁
）
申
の
石
聞
氏
、
「
女
眞
語
研
究

の
新
更
料
」
塗
照
Q
石
聞
氏
は
そ
の
一
二
七
七
－
九
〇
頁
に
亙
っ
て
次

の
如
告
華
夷
課
語
と
呼
ば
れ
て
み
ろ
語
糞
の
分
類
為
示
し
て
み
ろ
。

　
一
、
一
三
八
九
年
撮
版
の
火
涯
潔
の
書

　
一
『
四
繹
館
の
爲
に
作
ら
れ
外
翼
本
の
叢
書

　
三
、
　
一
五
入
○
年
頃
よ
り
の
茅
瑞
徴
字
に
伯
符
の
書
（
中
國
人
名
大

　
　
跡
典
七
｝
七
頁
参
照
）

伯
林
・
劔
橋
及
び
束
京
等
に
あ
る
岩
本
に
第
二
に
話
し
、
倫
敦
。
ハ
ノ
イ

等
に
あ
る
も
の
に
策
三
に
腸
し
て
み
る
。
第
三
の
党
全
な
る
部
門
に
、

朝
鮮
・
琉
球
・
ロ
本
・
回
議
・
占
城
・
逞
羅
・
蒙
古
・
囮
鶴
姦
藏
・
波
斯
・
マ
ラ

ソ
カ
・
女
童
及
び
百
夷
の
十
三
ケ
闘
語
な
含
ん
で
み
る
。
｝
九
二
九
年

に
こ
の
第
三
の
新
し
い
完
全
な
爲
本
が
徳
島
の
阿
波
國
丈
庫
に
於
て
糞

見
さ
れ
糞
。
前
認
の
石
田
氏
論
文
一
二
九
〇
頁
謡
九
拝
照
。
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働
東
華
縫
録
乾
隆
二
七
年
第
二
〇
葉
右
及
び
閏
最
尾
犀
Φ
－
卜
餌
鶏
。
び
U
？

　
彰
飴
韓
蓉
冨
逗
。
欝
臨
蕊
。
年
岸
窪
矯
お
課
・
序
交
第
四
貰
謬
照
。

　
紛
奉
篇
附
録
二
謬
照
。
西
洋
舘
に
厭
羅
巴
字
典
の
編
瞬
の
爲
に
、
唯
一

　
噂
約
に
開
か
れ
表
役
所
た
指
す
も
の
と
も
云
ひ
得
ら
れ
ろ
。

　
㈲
外
國
語
に
封
ず
る
支
那
の
虚
字
に
こ
の
條
及
び
次
の
四
國
語
に
に
省

　
か
れ
て
み
る
。

　
附
録
一
。

　
四
下
館
の
名
は
麟
課
所
の
設
立
よ
り
蓬
か
以
前
か
ら
、
制
規
の

名
徳
で
は
な
い
け
れ
ど
も
既
に
現
れ
て
み
る
。
郎
ち
西
紀
五
四
七

年
頃
に
著
さ
れ
た
洛
腸
伽
藍
記
に
既
に
記
さ
れ
て
み
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
第
三
巻
第
八
葉
音
（
嚇
九
嚇
五
年
唐
曇
刊
行
の
書
に
よ

る
）
の
條
に
次
の
如
き
記
事
を
み
る
。
（
課
者
註
、
唐
婁
序
、
洛
陽
伽
藍

説
鉤
沈
な
指
す
）

　
　
　
　
　
D

　
　
永
橋
以
南
、
弱
齢
以
北
、
伊
洛
之
聞
、
爽
御
道
一
有
四
夷
館
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
道
菓
有
四
館
、
嚇
名
金
陵
、
二
名
燕
然
、
町
名
扶
桑
、
四
名

　
　
略
磁
、
道
西
有
四
里
、
一
日
肺
正
、
二
日
蹄
徳
、
三
日
慕
化
、
四

　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
日
慕
義
、
婿
入
投
國
者
、
腱
金
陵
館
、
三
年
已
後
、
賜
宅
罰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
正
里
、
…
…
北
夷
來
箭
竹
、
慮
燕
海
門
、
三
年
已
後
，
賜
宅

　
　
蹄
徳
里
、
…
…
東
夷
來
附
者
、
塵
扶
桑
館
、
賜
宅
慕
化
里
、

　
　
　
　
　
聯
馴
「
鋸
・
煎
バ
謙
語
」
に
就
い
て

　
　
西
夷
來
撰
者
、
塵
略
滋
館
、
賜
出
展
義
里
。

　
附
録
二
。

　
此
の
課
語
の
欧
羅
田
部
の
著
作
年
代
に
狂
す
る
一
の
手
懸
り

は
、
日
七
四
八
年
の
勅
論
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
邸
ち
大
野
會
典
事

例
第
五
一
四
章
、
第
二
葉
左
i
一
二
葉
右
に
記
さ
れ
る
も
の
で

　
の
あ
る
。
そ
こ
に
於
て
乾
隆
帝
は
四
課
館
の
字
典
の
一
般
的
な
復
活

と
完
成
と
を
命
令
し
て
み
る
。
筒
他
の
條
に
於
て
、
海
外
諸
國
語

に
諾
す
る
蒐
集
は
西
藏
部
と
共
に
行
ふ
べ
き
事
を
命
じ
て
み
る
。

こ
の
歓
羅
巴
部
の
蒐
集
は
、
英
語
の
部
分
を
例
外
と
し
て
、
西
藏

部
と
全
く
同
じ
形
式
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
一
七
四
八
年
以
後
に

於
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
分
る
。

　
　
　
　
勅
　
　
論

　
論
朕
閲
四
課
画
所
存
外
門
番
字
諸
書
、
錐
分
類
著
課
名
物
、
三
所

　
識
者
、
二
番
｝
種
、
已
不
無
読
峡
、
因
思
象
認
諾
謬
、
職
在
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
宮
、
輪
軒
問
奇
、
載
於
漢
史
、
画
題
聲
敏
四
詑
、
文
軌
大
岡
、

　
既
有
成
編
、
宜
贋
爲
捜
輯
、
加
之
校
正
、
悉
準
重
考
西
番
書
例
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
分
門
別
類
、
彙
爲
全
書
、
所
有
西
天
及
西
洋
各
書
、
於
威
安
宮

　
　
　
　
町

　
就
近
思
辮
、
其
幡
羅
百
夷
緬
句
八
百
回
回
番
昌
等
書
、
薯
変
與

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
二
號
　
　
二
九
三
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註

薪
「
華
夷
秘
語
」
に
就
い
て

該
國
附
近
棲
分
之
督
撫
、
令
其
薄
幸
補
正
、
此
外
如
海
外
諸

夷
、
並
苗
灘
等
庭
，
有
各
成
書
腿
者
，
一
併
訪
日
、
亦
照
隠

番
膿
例
、
罫
書
砂
嵐
字
義
、
用
漢
丈
註
於
本
字
之
下
、
繕
爲

至
愚
、
交
館
勘
校
、
以
昭
同
文
盛
治
。

の
永
橋
市
匡
通
常
、
四
角
市
と
呼
ば
れ
、
主
に
移
住
看
の
佳
ん
だ
洛
陽

の
一
涯
で
あ
る
。

働
金
陵
ば
爾
京
の
古
名
で
あ
る
。
燕
然
に
西
安
府
の
西
北
に
あ
る
肉
の

名
で
、
多
分
外
國
名
か
ら
來
敦
名
構
ら
し
い
Q
日
、
o
言
『
q
弓
簿
P
囲
鴇
も
3
り
剛
）
・

謡
恥
謬
照
。
扶
薬
に
支
那
東
部
の
國
の
名
で
あ
る
。
然
し
未
だ
正
確
に

に
比
定
さ
れ
て
る
な
い
Q
掩
磁
艮
甘
粛
天
水
縣
の
西
五
十
里
に
あ
る
山

名
で
あ
る
Q

働
呉
人
一
部
ち
江
蘇
一
と
に
薫
家
の
者
の
こ
と
で
、
そ
の
子
孫
の
鷲
術

な
る
看
が
五
Q
ご
年
に
梁
覇
か
建
て
れ
。
五
二
三
年
に
薫
術
の
子
蘇
正

徳
ほ
洛
陽
の
魏
の
朝
廷
に
來
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
五
〇
〇
年

に
論
じ
齋
家
の
残
響
彙
な
ろ
者
が
來
降
し
六
こ
と
が
あ
る
。

㈲
五
二
〇
年
に
蠕
々
主
（
㌧
r
〈
ρ
二
9
口
）
汗
阿
那
理
が
來
朝
し
敦
。
そ
の
名

は
ギ
リ
シ
ャ
名
で
「
題
言
ぴ
q
・
舌
。
・
」
と
云
ふ
。
（
竃
ω
曇
邑
巽
写
。
8
。
δ
厭

に
な
ほ
記
さ
れ
て
め
ろ
）
。
鎖
三
ダ
冥
蓉
げ
考
。
器
N
霞
H
⇔
蓉
穿
澤

幽
＄
円
9
普
ぎ
『
H
。
。
O
P
℃
●
目
O
き
8
押
峯
照
。

働
四
謬
館
に
閥
し
て
は
…
七
四
入
年
に
於
て
二
つ
の
重
要
な
勅
諭
が
餌

第
ナ
七
轡
　
箪
黙
黙
　
　
二
九
四

て
屠
り
「
跳
ハ
に
大
溝
會
典
講
読
第
五
一
四
章
の
申
に
牧
め
ら
れ
て
あ
る
。

そ
の
第
…
ぼ
一
紘
隆
二
二
策
二
二
五
章
第
｝
四
葉
及
び
東
襲
績
録
、
乾

隆
ご
七
年
第
十
九
葉
左
に
も
見
え
て
ゐ
う
が
一
四
課
館
の
復
活
の
こ
と

に
書
し
て
な
り
、
辱
舘
ぎ
白
p
箋
醇
の
局
豆
σ
Q
毎
喜
ぎ
9
∪
2
瞠
同
碁
。
剛
2

お
羅
．
序
丈
四
頁
謡
二
に
詑
さ
れ
て
あ
る
。
そ
の
第
二
の
も
の
に
叢
に

も
醗
諜
し
て
を
い
六
が
、
U
襲
鋤
㌶
の
H
如
犀
9
義
曾
O
o
り
冒
？
掛
昌
一
苧

諺
凹
貫
や
．
H
8
に
記
さ
れ
表
も
の
と
明
か
に
同
一
で
あ
る
Q
こ
の
書
に

脅
分
の
手
詐
に
な
い
が
、
前
山
津
§
曜
？
い
磐
励
霞
の
著
書
序
丈
四
頁
註

一
及
び
二
に
引
用
さ
れ
て
あ
る
0

⑥
揚
雄
な
指
す
。
（
O
二
①
覗
．
じ
σ
．
O
こ
螺
9
5
っ
。
。
“
O
嚇
及
び
前
漢
書
第
入
十
七

巻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
　
書
）

の
丈
軌
大
同
、
中
庸
二
八
（
○
。
ロ
護
魯
ひ
H
霧
O
舞
q
。
m
碧
く
毒
・
。
・
同
O
H
P

℃
’
墓
）
青
照
。
今
天
下
車
同
軌
、
武
骨
丈
行
倒
倫
、
と
あ
り
。

㈹
此
に
て
に
の
霞
写
9
た
指
す
。

㈹
一
七
四
入
年
の
他
の
叢
論
（
上
丈
冬
照
）
に
は
、
若
し
砲
口
が
授
け
ら

れ
、
或
ば
額
及
び
碑
銘
の
勅
題
が
興
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
其
等
ぽ
外
國

の
部
族
或
に
民
族
の
爲
に
各
自
の
審
槻
な
以
て
書
か
れ
ろ
べ
き
で
あ
る

と
記
さ
れ
て
居
る
。
「
拉
撒
墨
字
、
傳
西
洋
掌
入
謬
爲
…
…
…
」
。
…

諾
西
距
文
書
ほ
俄
羅
八
号
の
役
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
れ
こ
と
が
知
ら
れ

て
み
ろ
。
そ
の
名
に
一
六
九
三
年
頃
に
初
め
て
見
え
、
こ
の
館
ほ
一
入

六
二
年
に
陽
鎖
さ
れ
六
。
大
回
書
典
事
例
第
十
五
章
二
三
葉
左
一
二
四

葉
右
塗
照
。
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池
認
本
稿
ば
奉
天
醤
科
大
學
顕
科
敏
師
れ
る
濁
逸
蒋
溝
の
満
洲
學
看

　
ン
ル
タ
ー
・
フ
ツ
〃
ス
氏
が
英
丈
に
て
北
恥
カ
ソ
リ
ソ
〃
大
學
會
報

　
第
一
入
號
（
昭
皿
瀦
轟
ハ
年
十
・
一
　
日
押
）
に
掲
載
さ
れ
馳
象
弘
珊
丈
の
郵
謬
で
あ
っ

　
て
、
謬
丈
に
會
員
村
上
嘉
實
君
の
手
に
な
り
小
生
の
修
補
し
穴
も
の

　
で
あ
る
。
今
叢
に
謬
載
な
快
諾
さ
れ
六
著
者
の
厚
意
な
深
瞭
す
る
と

　
共
に
、
併
ぜ
て
諜
丈
用
語
の
拙
悪
に
し
て
論
旨
な
不
明
な
ら
し
め
糞

黙
な
き
に
非
る
を
、
著
者
並
に
談
者
に
醤
し
て
寛
恕
を
仰
ぎ
度
爽
第

　
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴛
　
淵
　
坐

前
號
所
載
「
宋
代
権
茶
開
始
年
代
考
」
訂
正

頁
五
七
、
第
十
二
行
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
從
不
縢
。
爲
情
理
重
。
と
あ
る
に
、
從
不
鷹
爲
。
情
理
震
◎

頁
五
入
、
第
十
五
行
。

　
　
　
右
に
同
じ
。

頁
五
九
、
第
一
行
。

　
　
、
並
從
不
騰
…
O
爲
＝
國
重
定
噺
O
と
あ
る
に
、
並
從
不
慮
爲
O

　
　
　
重
定
漸
。
の
談
。

の
誤一

國

（　137　）
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介

第
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
二
九
五


